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調査の概要

　上の寺遺跡は、国指定重要文化財の薬師三尊や十二神

将で有名な寒河江市の慈恩寺近くに位置する。古くは薬

師三尊･十二神将を納めた薬師堂があり、薬師堂は後に

聞持院と称したとされる。江戸時代初めには門持院は廃

れ、薬師三尊は現在の本堂脇に移されている。現在遺跡

周辺に残る地形や伝承に、その名残をとどめている。

　慈恩寺は神亀元年（724）、行基の開山と伝えられ、

平安時代には摂関家藤原氏や平泉藤原氏、鎌倉・室町時

代には寒河江荘地頭の大江氏、戦国時代から江戸時代の

初めには最上氏の保護を受け繁栄した。その間、永仁４

年（1296）、永正 5年（1504）などには火災で伽藍の

一部が焼失している。

　遺跡は慈恩寺のある山の東側山腹に位置する。一帯は

斜面を造成した平場が連続し、現在その平場は、サクラ

ンボなどの果樹園として利用されている。遺跡の中を、

慈恩寺から箕
みのわ

輪集落へ続く「箕輪道」と呼ばれる道路が

縦断している。

　調査は現況の記録のための地形測量から実施した。測

量後、重機を使用しての表土掘り下げ、人力での遺構確

認・掘り下げなどの作業を実施した。重機の進入が困難

な地区は人力によるトレンチ調査を行なった。

遺構と遺物

Ａ区　上の寺遺跡の中心部と考えられる土塁に囲まれた

地区に隣接している。広い平場と谷状に低くなる地形の

境界部にあたる。谷の部分では、地面を削平し平場を作

り出した痕跡を確認した。

　平場部分では、土塁に直交する溝が見つかり、その溝

から、板碑・宝篋印塔・五輪塔が出土した。溝と土塁の

位置関係から、溝は土塁構築と同時期または、土塁構築

後に掘られた可能性がある。

Ｂ区　遺跡の中心部から一段下がった平場にあたる。調

査区の西端で確認した不定形の遺構は、８ｍ×６ｍ程の

上
か み の て ら

の寺遺跡

遺 跡 番 号 平成 16 年度新規登録

調 査 次 数 第１次

所 在 地 寒河江市大字慈恩寺字上の寺

北緯・東経 38 度 24 分 37 秒・140 度 15 分 21 秒

調査委託者 山形県村山総合支庁西村山農村整備課

調 査 原 因 農免農道整備事業（寒河江中央地区）

調 査 面 積 3,650 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 5月 16 日～ 10 月 26 日

調査担当者 高桑登（調査主任）・伊藤邦弘・今田秀樹

調 査 協 力 村山教育事務所・寒河江市教育委員会・寒河江市農林課・慈恩寺観光振興会

遺 跡 種 別 集落跡・寺院跡

時 代 奈良時代・平安時代・中世・近世

遺 構 溝・堀・土坑・柱穴等

遺 物  中世陶磁器・石製品・金属製品・土師器・須恵器・石器 （文化財認定箱数：18 箱）

２．調査遺跡の概要
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規模で、焼土、礫が多数出土した。その他、雷文帯青磁

碗や越前など中世後半の遺物が出土している。調査区の

東側では掘立柱建物の一部を確認した。

Ｃ区　上の寺遺跡の南東部を限る斜面にあたる。急な斜

面に多くの小さな平場が造り出されており、重機の進入

が困難だったため、人力によるトレンチ調査を実施した。

近年の耕作土が厚く堆積し、現在見られる平場の多くは

後世の耕作のために造られた可能性が高い。部分的に石

を敷き詰めた場所や、排水のためと考えられる溝などが

見つかっている。

Ｄ区　Ｂ区から連続する平場と、さらに一段下がった平

場にあたる。上下の平場の間には「箕輪道」が通る。多

くの柱穴や土坑を確認した。斜面際の大型の土坑からは

平らな石が多く出土し、礎石建物があった可能性がある。

　調査区の北端部では、現在の地形に残る細長い区画に

連続した大型の溝が見つかった。この溝が上の寺遺跡の

中で、大きな区画として意識されていたと考えられる。

　また、箕輪道の両側に側溝を検出した。。近現代の遺

物が出土し、近年まで整備されながら使用されたいたこ

とがわかった。

　各調査区から鎬連弁文青磁椀・青白磁梅瓶・青花・瀬

戸美濃・珠洲・越前・瓦質土器・肥前磁器など、13 世

紀から17世紀を中心とした遺物が出土している。また、

仏具の可能性がある金属製品が出土している。さらに縄

文時代や奈良時代、平安時代の遺物も出土している。

まとめ

　従来、文献史料や伝承によって知られていた上の寺遺

跡周辺の寺院の存在が、石塔や仏具の出土によって、考

古学的に裏付けられた意義は大きい。

　また、現在の地形と調査で確認した地形を比較するこ

とによって、一帯の土地利用の歴史の一部が明らかに

なってきた。現在見られる段々畑状の地形の多くは、江

戸時代以降に作られた可能性が高い。しかし、土塁や大

溝など大きな区画は中世にさかのぼると考えられる。

調査区全景（東から）
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A2 区A2区

A1区A1区

B2 区B2 区

C区C区

D区D区

F区F区 平場

斜面

道

石塔が出土した溝

集石遺構

掘立柱建物

調査区概要図（1/1,500）

A1 区
遺構配置図（1/500）

B2 区
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F 区

遺構配置図（1/500）

Ｄ区

B2 区集石遺構（北西から）

A1区溝跡出土板碑・宝篋印塔・五輪塔

D区調査前状況（南西から）

Ｃ区トレンチ調査（南から）
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天
て ん の う

王遺跡

遺 跡 番 号 平成 8年度登録

調 査 次 数 第 2次

所 在 地 山形県南陽市大字漆山字天王・塚原二

北緯・東経 38 度 3 分 26 秒・140 度 7分 4秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

調 査 原 因 国道 113 号線赤湯バイパス改築事業

調 査 面 積 6,500 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 5月 10 日～ 10 月 19 日

調査担当者 高橋一彦（調査主任）、吉田江美子

調 査 協 力 置賜教育事務所・南陽市教育委員会

遺 跡 種 別 墳墓跡・集落跡

時 代 古墳時代・奈良、平安時代・中世

遺 構 周溝・溝・堀・井戸・土坑・柱穴等

遺 物 土師器・須恵器・中世陶磁器・木製品・石製品

 （文化財認定箱数：51 箱）

　　　　　　　　　調査の概要

　天王遺跡は南陽市宮内の熊野大社から南西約 4kmの

河岸段丘上に位置している。調査区北側には地元の人が

「テンノウさま」と呼ぶ祠
ほこら

があり、遺跡名の由来にもなっ

ている。遺跡の北東の大仏（おぼとけ）集落には山形県

指定文化財の「文和三年阿弥陀板碑」が建つ。

　今回の調査は昨年度の１次調査に続き、事業に係る遺

跡の 13,000 ㎡のうち 6,500 ㎡を対象に実施した。　　

　　　　　　　　　　遺　　構　　　　　　　　　　　

　古墳時代の溝跡、中世の掘立柱建物跡・井戸跡・堀跡

などが見つかった。古墳時代の遺構の主なものは次のと

おりである。直径 18m前後の円形に巡る溝跡が３基見

つかった。調査では墳丘や墓坑の存在を確認することは

できなかった。そのため、この遺構を円墳と見るか、円

形周溝墓と見るかは議論の分かれるところである。遺構

から出土した遺物などから、これらの周溝は４世紀頃造

られたものと考えられる。この時代の古墳の構造から考

えて、地山部分に墓坑が見られないということはこの遺

構が墳丘を持った古墳であったと考えるのが妥当である

と考えている。しかし、今後この時代の古墳に詳しい研

究者の意見も聞きながら、慎重に検討しなければならな

い問題である。また、遺跡近隣の古墳群などとの関係が

どうであったかという問題も今後の研究課題である。ま

た、調査区中央で方形の周溝が確認された。前方後円墳

の前方部の可能性も視野に入れて調査を進めた。しかし、

横幅が 38mという大きさに対して、溝幅が 2mと狭く、

古墳としてはバランスが悪い。したがって、古墳である

可能性は低いと思われるが断言はできない。

　中世の遺構は、調査区全体で掘立柱建物群や井戸跡が

確認された。特徴的なのは調査区北東の柱穴群で、底に

礎板が設置された柱穴が数多く確認された。この礎板が
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次のと

３基見

ことは

か、円

遺構

紀頃造

から考

この遺

である

しい研

ならな

関係が

る。ま

後円墳

しかし、

狭く、

である

戸跡が

底に

礎板が

出土した遺構を図面上で確認すると、見事に直線上に並

び、実際に掘立柱建物が建てられたことが実証される。

この掘立柱建物群は昨年度確認された堀跡に続く堀跡の

北側（内側）に集中しており、中世の前半に、堀に囲

まれた大規模な方
ほうけいかん

形館があったという推測を裏付けるも

のである。また、素掘りの井戸も確認された中で、木製

の井戸枠を使った井戸が数基確認されたのが特徴的であ

る。中には使われていた当時の状態をほぼ完全にとどめ

た状態で出土した大きな井戸枠もある。

　　　　　　　　　　　遺　　物　　　　　　　　

　周溝の遺物について、下層からは古墳時代前期の器
きだい

台

などの土師器、上層からは奈良～平安時代の土師器・須

恵器が出土している。中世の遺構からは 13 ～ 14 世紀

頃の須恵器系陶器、青磁などの中世陶磁器、木簡や曲物

などの木製品、砥石などの石製品が出土している。特徴

的なのは、昨年に引き続いて堀跡と、川跡から１基ずつ

板碑が出土したことである。いずれも置賜地方に多く見

られる龕
がんでんがた

殿型（家型）板碑で、屋根の下の部分が短くカッ

トされている珍しい形の板碑である。遺跡の近くに立つ

文和三年阿弥陀板碑との関連がうかがえそうである。ま

た、縄文時代、弥生時代の土器の破片や石器の材料とな

る頁
けつがん

岩も周溝や河川跡から出土している。近くの遺跡か

ら流れ込んだものと考えられる。

                    調査区概要図（1/3,000)

円墳の完掘状況。杉の木の根元に小さな祠
ほこら

がある。

　　　　　　　　　　　まとめ

　今年度の第２次調査では円墳の古墳群と思われる遺構

が見つかった。これは周辺の古墳との関連を考える上で

大きな発見であったと思う。古墳時代、ここ天王は亡く

なった人へ祈りをささげる葬送の地であった。そして中

世の時代には、「テンノウさま」を屋敷神とする方
ほうけいかん

形館

があり、堀の外側には人々の住む居住域と畑などの生産

域が展開していたことが確認された。周辺の館跡との比

較検討も研究課題として残る。ここは中世の時代も、神

や板碑などへの祈りを大切にする空間であったと言え

る。時代を超えた人々の信仰がうかがい知れる。
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                    遺構配置図（1/600)
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　　　　　　　　　　　調査区西側完掘状況（上空から）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　古墳時代の土器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　礎板出土状況

　　　　　　　　　　　　　　　円墳（SH2）完掘状況

　　　　　　　　　　　　　　　堀跡から出土した板碑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　井戸枠出土状況
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調査の概要

　上大作裏遺跡は、国道 113 号赤湯バイパス改築に係

る県教育委員会の分布調査により、平成８年度に確認・

登録された遺跡である。平成 17 年度の試掘調査を経

て、（財）山形県埋蔵文化財センターが委託を受け、記

録保存のための緊急発掘調査を実施することになった。

平成 18年度に実施した第１次調査では、県内で稀少な

弥生土器を主体とする遺物が出土した。また同年、用地

取得に伴う遺跡範囲西側の試掘調査が行われ、新たに約

4,000 ㎡の範囲に遺構や遺物の散布が確認された。その

結果、平成 19年度に第２次調査を実施することになっ

た。調査は、バイパス工事用道路の付替えにかかる北端

部を先行して行い、この部分の引渡しを経て、残る南半

域の調査を進めていった。

　遺跡は南陽市西部の梨郷地区に所在する。吉野川・上
かみ

無
なし
川・織

おり
機
はた
川の複合扇状地である宮内扇状地の扇央部

に位置し、標高は約 220 ｍを測る。宮内扇状地に放射・

帯状に広がる自然堤防は、その開析過程における河川の

激しい流路変動を物語るものであるが、遺跡はそうした

織機川の旧河道とみられる自然堤防上の微高地に立地し

ている。付近の現況は、旧河道にあたる凹地が水田、そ

の両岸の自然堤防にあたる微高地が畑地や果樹園となっ

ている。

　遺跡が立地する自然堤防上では、旧河道に沿って連な

るように複数の時代の遺跡が確認されている。北東に隣

接する掛
かけ
在
ざい
家
け
遺跡や高

こう
山
ざん
原
ぱら
遺跡では、表面採集ではあ

るものの、縄文時代前期初めの桂島式土器、弥生時代中

期後半の桜井式土器が出土しており、本遺跡との関連が

指摘される。東方の旧河道対岸では、当センターが天王

遺跡の調査を実施しており、古墳時代の墳墓跡や堀に囲

まれた中世の屋敷跡が見つかっている。発達した長大な

上
か み

大
お お

作
ざ く

裏
う ら

遺跡

遺 跡 番 号 平成８年度登録

調 査 次 数 第２次

所 在 地 南陽市大字砂塚字大作前ほか

北緯・東経 38 度 03 分 28 秒・140 度 06 分 43 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

調 査 原 因 一般国道 113 号赤湯バイパス改築事業

調 査 面 積 4,000 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 5月 10 日～ 7月 27 日

調査担当者 須賀井新人（調査主任）、今正幸

調 査 協 力 置賜教育事務所、南陽市教育委員会

遺 跡 種 別 集落跡

時 代 縄文時代、弥生時代、奈良・平安時代、中世

遺 構 竪穴住居跡、墓跡、土坑、井戸跡、溝跡

遺 物 縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、陶器、石器、石製品

 （文化財認定箱数：３）
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自然堤防の存在は、長期にわたる安定した河川の流入を

示唆しており、河川やそれに伴う低湿地を背景として遺

跡が営まれてきたものと考えられる。

遺 構

　縄文時代、奈良・平安時代、中世の３時期の遺構が検

出された。約 500 基の遺構は、出土遺物が少ないため、

時代が明らかなものは一部に限られるが、大方は縄文時

代早期末～前期初めに属するものと考えられる。

　縄文時代の竪穴住居跡は４棟確認され、伴出する遺物

や住居の形状などから、早期末の住居跡が２棟（ST42・

90）と前期初めの住居跡が２棟（ST40・100）と判断

される。これまで早期の住居跡の検出はあまり例がなく、

織機川上流に位置する大
おお
野
の
平
だいら
遺跡のように山腹や山麓

部に多かった当時代の集落跡が、平野部で発見されたこ

とは注目される。さらに、付近の土坑（SK51）から副

葬品と考えられる 14点もの石鏃がまとまって出土して

おり、小判型の形状などから、同時期の墓跡と考えられ

る。また、前期の住居跡（ST100）内には、袋状の土坑

（EK144）が検出されており、食料を蓄えるための貯蔵

穴と考えられる。周辺にも同様の袋状土坑が多数見られ

る。

　奈良・平安時代の遺構は、竪穴住居跡１棟（ST52）

と土坑が数基見つかっている。。

　中世の遺構としては、調査区の南半域から井戸跡が２

基（SE85・109）確認された。また、調査区を東西に

横切る溝（SD10）が掘られているが、これは敷地を区

画するためのものと考えられる。　

遺 物

　縄文土器・土製品と石器、弥生土器、奈良・平安時代

の土師器・須恵器、中世の陶器が出土している。出土遺

物は整理箱で３箱ほどと少なく、土器類はすべて破片で

ある。

第２次調査区

国道 113 号線

第１次調査区

調査区概要図（S=1:2,000）

遺跡近景 SD10 溝跡の調査風景
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　縄文土器では器の内・外面に縄文を施したもの（表裏

縄文土器）があり、縄文時代早期末に特有の土器である。

また、縄の一端に蕨のような環を作って回転させた文様

のもの（ループ文土器）が見られ、縄文時代前期初めの

ものと考えられる。さらに、土器片を再利用した土製品

として、土器の破片を円く整形し、中央に穴をあけた「有

孔円板」が数点出土している。石器の完形品としては、

石鏃や石匙などがある。

　弥生土器は第１次調査で多数出土したが、今回は表土

除去の際に数点見つかった程度で、遺構に伴うものはな

かった。これらは２本一対の平行沈線を引いた文様に特

徴があり、弥生時代中期後半のものである。

　奈良・平安時代の土師器・須恵器には甕や坏、中世の

陶器には主に井戸跡から出土した鉢や甕などが認められ

る。　　

ま と め

　これまでの調査から、上大作裏遺跡は縄文時代、弥生

時代、奈良・平安時代、中世の集落跡で、４つの時代を

含む複合遺跡であることがわかった。

　第２次調査で発見された遺構は、縄文時代早期末～前

期初めを中心とするもので、当時の竪穴住居跡４棟をは

じめ、墓跡や貯蔵穴などが見つかった。

　また、第１次調査で多く出土した弥生土器は、同じ宮

内扇状地に位置し、同時期の土器群が一括出土した百
ひゃく

刈
がり
田
だ
遺跡との関連がうかがわれる。

　いずれも県内では調査例や資料数が少なく、貴重な資

料を得ることができた。遺構・遺物の分布状況や地形な

どから、遺跡の範囲は自然堤防上に沿って、さらに北東

へ広がっていくものと推測される。付近の河川や低湿地

をうまく利用しながら、長年にわたって大きなムラが営

まれていた可能性が

ST40

ST42

SD10
ST52SK51

ST90

SE85
EK144

ST100

SE109

遺構配置図（S=1:600）
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調査区全景

ST40・42 竪穴住居跡の検出状況

SK51 墓跡の完掘状況と出土した石鏃・縄文土器

ST90 竪穴住居跡の検出状況

有孔円板の出土状況

SE85 井戸跡の土層断面

ST100 竪穴住居跡の完掘状況

－ 19 －



調査の概要

　檜
ひのきばら

原遺跡は、一般国道 113 号赤
あかゆ

湯バイパス改築事業

に伴う遺跡詳細分布調査で、平成 8年度に山形県教育

委員会により確認・登録された。その後、工事計画との

調整が図られ、平成 17年度に試掘調査が行われた。こ

れをもとに、工事にかかる部分について、( 財 ) 山形県

埋蔵文化財センターが委託を受け、記録保存を目的とし

た緊急発掘調査を実施することになった。

　平成 18 年度は、第 1次調査（Ｄ・Ｅ区の 1,275 ㎡、

県道改良工事に伴い 8～ 9月に実施）及び第 2次調査

（Ａ・Ｂ区の 7,400 ㎡、国道改築工事に伴い 5～ 11 月

に実施）が行われ、第１次調査の報告書が刊行された。

今年度は第 3次として、Ｃ区の 4,500 ㎡を調査した。2

か年の調査で得られたＡ・Ｂ・Ｃ区に係る記録類や遺物

は、山形県埋蔵文化財センターでの整理作業の後、発掘

調査報告書としてまとめられ、平成 21年度に刊行され

る予定である。

　檜原遺跡は、南
なんよう

陽市南部の沖
おきごう

郷地区にある。吉
よしの

野川と

織
おりはた

機川に形成された宮
みやうち

内扇状地の扇央部、上
かみなし

無川の自

然堤防上に位置し、標高は約 221 ｍを測る。近年まで

遺跡一帯の土地は、畑、ぶどう・りんごの果樹園地とし

て利用されていた。そのため、果樹栽培に伴う攪乱がみ

られた。

　檜原遺跡の北西には、弥生時代後期の竪穴住居や桜

井式、天王山式などの土器が見つかった庚
かのえだん

壇遺跡、ま

た南東には、奈良・平安時代の掘立柱建物が建ち並び、

官
かんが

衙的な様相を持つ中
なかおちあい
落合遺跡がある。

遺構と遺物

　今回の調査では、柱
ちゅうけつ

穴・土
どこう

坑・溝
みぞあと

跡などの遺
いこう

構が確認

された。総数は約 650 基に及ぶ。

　中でも柱穴が最も多く、大半が直径 20 ～ 40 ㎝、深

檜
ひのき

　原
ば ら

　遺　跡

遺 跡 番 号 平成 8年度登録

調 査 次 数 第３次

所 在 地 南陽市大字中落合字檜原他

北緯・東経 北緯 38 度 03 分 03 秒・東経 140 度 07 分 55 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

調 査 原 因 一般国道１１３号赤湯バイパス改築事業

調 査 面 積 4,500 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 5月 15 日～ 7月 31 日

調査担当者 伊藤邦弘（調査主任）・氏家信行・庄司隆志・山澤護

調 査 協 力 置賜教育事務所・南陽市教育委員会

遺 跡 種 別 集落跡

時 代 平安時代・中世・近世

遺 構 柱穴・溝跡・土坑

遺 物 須恵器・土師器・陶器・磁器・石器

 （文化財認定箱数：１箱）

遺跡位置図を入れる。

幅 81ｍｍ・高さ 66ｍｍ

遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位遺跡位置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図を置図をを入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる。。。。。。。。。

幅 8幅 81幅 81幅 81幅 81幅 81幅 81幅 81幅 81幅 81幅 81幅 8幅 81幅 81幅 81幅 81幅 81幅 8幅 81ｍｍｍｍ・ｍｍ・ｍｍ・ｍｍ・ｍｍ・ｍｍｍｍ・ｍｍ・ｍｍ・ｍｍ・ｍｍ・ｍｍ・ｍｍ・ｍ・ｍｍ・ｍｍ・ｍｍｍｍ 高さ 6高さ 6高さ 6高さ 6高さ 6高さ 6高さ 6ささ 6高さ 6さ 6高さ 6ささ 6さ 6さ 6ささささ 6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ6ｍｍ66ｍ
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調査概要図

調査区全景　遺構検出状況（北西より）

調査区全景　遺構完掘状況（北西より）

調査区全景　鳥瞰写真（北西より）

遺構配置図
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さ 20cm 前後で、中世から近世にかけての掘
ほったてばしら

立柱建物

跡を構成するものと推定されるが、現段階では建物跡の

棟数や配置は明確になっていない。周囲の遺構との関係

と合わせて検討を加える必要がある。

　土坑の大半は、浅く、直径が 1ｍ前後の円形である。

中には、長楕円形で、多量の炭や焼土が入っているもの

も見つかったが、利用目的は不明である。また、土坑が

比較的まとまって見つかった区域と、ほとんど見られな

い区域があり、土坑の性格や、その土地の利用に違いが

あったことがうかがえる。

　溝跡には大小の規模が見られる。大きい溝跡は、調査

区の中央に南北方向に掘られた 3152 溝跡と、それにほ

ぼ直交する形の西側の 4条、東側の 2条の東西方向の

溝である。最も大規模な 3152 溝跡は、幅約 4ｍ、深さ

約 80㎝である。この溝跡が埋まった後に同じ場所に新

しい溝（3751 溝跡）が掘られた状況が確認された。こ

の溝は、出土した遺物から近世の所産と考えられる。東

西の溝跡はどれも 3152 溝跡よりも浅く、3152 溝跡埋

没後に掘られた新たな溝跡と同じ時期に作られたのでは

ないかと考えられる。

　出土した遺物は、縄文時代の石器、平安時代の須
す え き

恵器

（有
ゆうだいつき

台坏、壺
つぼ

、甕
かめ

など）・土
は じ き

師器（坏
つき

、甕）、中世の陶
とうき

器、

近世の磁
じ き

器、砥
といし

石などの石製品があり、多くは溝跡から

出土した。茶碗、皿、擂
すりばち

鉢、甕、徳
とっくり

利などの陶器や磁器

の多くは、江戸時代以降に作られたものと考えられる。

ま と め

　昨年度の調査では、溝で区画された中世の屋敷跡（Ａ

区）、平安時代の火を使った生産活動または祭
さいし

祀の場所

と推測される跡（Ｂ区）、方
ほうけい

形（四角形）の堀を廻
めぐ

らせ

た中世の館
やかた

の一部（Ｄ・Ｅ区）が見つかっている。

　今回の発掘調査では、平安時代・中世・近世の集落

の一部が見つかった。平安時代の遺構は、おもに調査

区の東部で見つかっていることから、集落の主体は南

東部にあったと考えられる。一方、中世から近世にか

けての遺構は、北西部に広がると推測される。地形的

には、北西部に行くに従い低くなっており、中世以降

の集落が低地に開けていったことを知る好例である。

中世以降に始まった開拓が近世に再び手を加えられ、

さらに近代まで引き継がれていた様子がうかがえる。

調査区中央部南側の柱穴（東より）

調査区東側の柱穴（西より）

３５７８土坑　土層断面

３１５６土坑　土層断面

－ 22 －

Title:P20-31_H19年報.ec8 Page:22  Date: 2008/05/22 Thu 14:57:53 



３１５２・３７５１溝跡　土層断面（南より）

調査区中央部の３１５２・３７５１溝跡（南より）

調査区西側の３２５１溝跡（東より）

調査区東側の３３１５溝跡（西より）

出土遺物　須恵器

出土遺物　近世陶器・磁器

出土遺物　石器・砥石

－ 23 －
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調査の概要

　加藤屋敷遺跡は、JR 奥羽本線中川駅から南西へ約

500 ｍの南陽市北東部の川樋地区に所在している。周

りを鷹戸山と岩部山に囲まれた緩やかな傾斜地で、標高

は 280 ｍを測る。現在は、水田や畑地、果樹園になっ

ている。

　今回の調査は、一般国道 13号上山バイパス改築事業

（中川工区）に伴う緊急発掘調査として行った。

　遺跡は、平成 17年度に山形県教育委員会が行った試

掘調査の結果、平安時代の土器が出土し、柱穴、溝跡が

確認されたことから登録された。平成 18年度に第１次

調査を実施し、工事用道路を除く 4,400 ㎡について調

査を行っている。今回の発掘調査は、第２次調査で、１

次調査の結果から、工事用道路部分の遺構が密と推測さ

れる 1,600 ㎡について調査を実施した。

　調査は、南側をＦ区、北側をＧ区として、重機による

表土除去・遺構検出・遺構精査・記録という工程で進めた。

　　　　　　　　　　遺構と遺物　

　調査では、Ｆ区から竪穴住居跡、土坑、墓坑、溝跡な

どが、Ｇ区からは土坑、溝跡、河川跡などが検出された。

　竪穴住居跡は、直径 5.5 ｍを測るほぼ円形で、中央に

石組みの炉跡が構築されている。貯蔵穴も２基確認され

た。覆土や貯蔵穴から出土した縄文土器の特徴から後期

末に属すると考えられる。

 河川跡は、１次調査区から続くもので、幅 2.0 ｍ、深

さは確認面から 1.5 ｍを測り、さらに東側の調査区外ま

で続く。覆土中から奈良・平安時代の土器や木製品の他、

クルミやトチの実なども出土した。

　溝跡は、Ｆ区で 10条、Ｇ区で４条確認され、大半が

調査区を南北に横断している。Ｇ区の SD86・87・91

溝跡からは中・近世の陶磁器片が出土している。

加
か と う や し き

藤屋敷遺跡

遺 跡 番 号 平成 17 年度登録

調 査 次 数 第２次

所 在 地 南陽市川樋字加藤屋敷

北緯・東経 38 度 09 分 24 秒・140 度 19 分 30 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所調査第二課

調 査 原 因 一般国道 13 号上山バイパス改築事業

調 査 面 積 1,600 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 7月 17 日～ 9月 28 日

調査担当者 氏家信行（調査主任）・伊藤純子

調 査 協 力 置賜教育事務所・南陽市教育委員会

遺 跡 種 別 集落跡

時 代 縄文時代・奈良・平安時代・中世・近世

遺 構 竪穴住居跡・河川跡・溝跡・墓坑・土坑

遺 物 縄文土器・石器・須恵器・土師器・墨書土器・木製品

 （文化財認定箱数：41 箱）
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　墓坑は、上部が削平され、深さは 10cm程で覆土から

骨片が出土している。付近から寛永通宝が出土している

ことから、江戸時代の人骨の可能性も考えられる。

　土坑は、直径約 1.0 ｍ前後を測るものが多く、円形や

楕円形に掘られている。土器片が多く出土したもの、土

器と共に炭や焼土が多量に出土したものが検出された。

　遺物は、縄文土器や石器、奈良・平安時代の須恵器、

土師器、木製品、中・近世の陶磁器などが出土した。　

　縄文時代の遺物は、コブが付いているものや櫛書きの

文様が施された縄文土器と小型の尖頭器、石匙、砥石な

どの石器がある。

　奈良・平安時代のものは、須恵器の蓋、坏、壺、甕や

土師器の坏、甕、内黒土器、蓋の摘みに「他田」と書か

れた墨書土器、そして木製品では柄杓、皿、椀、曲げ物、

箸などが河川跡から多数出土した。木製品の皿や曲げ物

には黒漆が塗られたものもある。その他、中世の青磁、

近世の染付けなども出土している。

　　　　　　　　　　ま と め

　調査の結果、１次調査区で確認された集落跡に続く縄

文時代、奈良・平安時代、中・近世の集落の一部が検出

され、遺跡は複数の時代を含む複合遺跡であることが確

認できた。

　今回調査した区域は遺構が希薄であることから、集落

の東端と推測される。１次と２次調査の結果、集落の中

心は、古代の竪穴住居跡が６棟検出された第１次調査区

を含む北西側になり、その主たる時期は８世紀末から９

世紀後半の奈良・平安時代と考えられる。そして、河川

跡から出土した多くの奈良・平安時代の遺物は、大規模

な古代の集落跡の存在を窺わせる。

　また、縄文時代後期末の竪穴住居跡が見つかったこと

は、当遺跡の北西に存在する縄文晩期の遺跡とみられて

いる岩谷堂遺跡との関連が考えられる。

調査概要図（Ｓ＝ 1:1,500）

遺跡全景（南西から）
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遺構配置図
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河川跡遺物出土状況（東から）

木製皿出土状況

柄杓出土状況

河川跡土器出土状況

近世の墓坑（北東から）

古代の土坑（東から）縄文時代の竪穴住居跡（東から）

下駄出土状況
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調査の概要

　天矢場遺跡の発掘調査は、一般国道 13号上山バイパ

スの改築工事（中川工区）に伴う緊急発掘調査として

実施された。昨年度、山形県教育委員会による試掘調査

が行われ、本遺跡が確認・新規登録された。その結果、

事業区内の 4,500 ㎡について、記録保存が必要となり、

財団法人山形県埋蔵文化財センターが国土交通省東北地

方整備局山形河川国道事務所から委託を受け、発掘調査

を行うことになった。

　調査区のほぼ中央を横切る道路の付け替え工事を必要

としたため、この道路を境にして、東側半分を先行して

調査した後、道路の付け替え工事の完了を待って、残る

西側半分を調査した。前期・後期調査とも、調査区中央

を東西に走るもう一つの道路を境に、便宜上北側からそ

れぞれＡ・Ｂ区、Ｃ・Ｄ区の２区各に分けて、①重機に

よる表土除去、②遺構検出、③遺構精査、④記録、とい

う工程で調査を進めた。調査終了後は、調査対象外になっ

た道路よりも北側（Ａ・Ｃ区）を北区・南側（Ｂ・Ｄ区）

を南区と改めて、整理作業を進めることにした。

　天矢場遺跡は、JR 奥羽本線中川駅から西へ約１㎞の

ところ、南陽市北東部の中川地区に所在する。中川地区

は東方の奥羽山脈と北西方の白鷹丘陵に挟まれ、中央を

前川が北流する谷状の地形になっている。本遺跡は、こ

の小盆地の西側に位置し、標高は 285 ｍ程である。調

査前は、宅地および畑地・果樹園等として利用されてい

た。

　南陽市中川地区には、諏訪原・元中山日陰・小岩沢・

日向・長次郎・一ノ倉山・岩谷堂などの縄文時代中期お

よび後期を主体とする遺跡が点在することが以前から知

られていた。また、天矢場遺跡の北東側に隣接する加藤

屋敷遺跡では、昨年度から２年間に亘って発掘調査が行

われ、奈良・平安時代の土師器や須恵器が多量に出土す

るとともに、縄文時代後期のものと思われる竪穴住居が

天
て ん や ば

矢場遺跡

遺 跡 番 号 平成 18 年度登録

調 査 次 数 第 1次

所 在 地 南陽市大字川樋字天矢場

北緯・東経 38 度 05 分 27 秒・140 度 11 分 25 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

調 査 原 因 一般国道 13 号上山バイパス改築事業

調 査 面 積 4,500 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 5月 10 日～ 7月 17 日・平成 19 年 10 月 1日～ 11 月 6日

調査担当者 須藤孝宏（調査主任）・伊藤純子

調 査 協 力 置賜教育事務所・南陽市教育委員会

遺 跡 種 別 狩猟場・集落跡

時 代 縄文時代・中世・近世

遺 構 陥穴・掘立柱建物跡・溝跡・井戸跡・土坑

遺 物 縄文土器・石器・須恵器・陶磁器・石製品・木製品

 （文化財認定箱数：10 箱）

遺溝位置図
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確認されるなど、大きな成果が得られている。さらに、

江戸時代の史跡としては、金毛和尚によってつくられた

岩部山三十三観音などがある。

　現在もＪＲ奥羽本線や国道 13号線といった山形県を

縦断する幹線が通ってるこの地だが、江戸時代にはすで

に羽州街道が整備されていた。ゆえに当地は、各時代を

通じて多くの人々が往来し、文物の交流機会にも恵まれ

た地域であったと考えられる。

遺 構

　検出された遺構には、縄文時代のものと思われる陥穴、

中世から近世にかけてのものと思われる掘立柱建物跡・

溝跡・井戸跡・畝状遺構・土坑等がある。

　縄文時代の陥穴と思われる土坑は、南区東部に合計４

基検出されている。大きさはいずれもおよそ 1.5 × 0.8

ｍ程で、検出面より底面の方が広く掘り込まれ、向きを

同じくした状態で、３～４ｍの間隔を置いて配置されて

いる。遺跡の西方に位置

する白鷹丘陵から、東方

に位置する前川の水を飲

みに下りて来る動物たち

を捕まえようとして掘ら

れたものと思われる。陥

穴の可能性がある土坑

は、この他にＣ区でも数

基検出されている。

　柱穴は北区の中央から

やや北側に密集してお

調査区概要図

り、遺跡全体ではおよそ 1500 基検出されている。こ

のうち掘立柱建物跡を構成すると思われる組み合わせ

を、現段階で 15 棟ほど検出できているが、検出され

た柱穴の総数から推察すれば、さらに多くの掘立柱建

物が構築されていたものと思われる。遺跡から出土し

た遺物や、柱の間隔および建物の構造等から判断して、

鎌倉時代から江戸時代まで、連綿とこの地に集落が営

まれていたと思われる。検出された掘立柱建物跡の構

造（主に主軸方向）か

ら、構築年代はおおよ

そ３期に分かれるよう

である。なお、北区の

最も北側から検出され

た掘立柱建物は、南・

西・北の３方に庇を持

ち、柱穴の直径も他の

建物の２倍程になって

いる。集落の中核にな

りうる建物跡として注

目される。

　溝跡は北区の東側半

分および南区西端部で

検出されている。おお

よそ南北軸方向に構築

されたものが多く、何

らかの規則性が看取さ

れる。構築時における陥穴群（北東から）

北区北部掘立柱建物跡群（上が北西）

北区南部掘立柱建物跡群（上が北西）
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遺構配置図 (1/500)
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集落内の道路・区画の

傾きを反映している可

能性がある。埋土から

は縄文土器片・石器・

陶磁器片等が出土して

いる。

　井戸跡は北区・南区

とも、標高の低い東側

を中心に合計７基検出

されている。井戸枠の

施されたものは無く、

全て素掘りのものであ

る。側面の傾斜角や底

面の状況は多様で、底

面を大型の石で固めた

ものもあった。大きさ

は、検出面の直径で約

1.3 ～ 2.0 ｍ、深さが

0.6～ 0.7ｍ程である。

井戸の底からは、白鷹

丘陵が蓄えた雨水が伏

流水となって湧き出しており、井戸が利用されていた当

時から、豊富な水を確保できていたことが分かる。それ

ぞれの井戸跡からは、縄文土器片や須恵器片、さらには

繊維状になった木片等が出土している。

遺 物

　遺物は、縄文時代・古代・中世・近世の各時代のも

のが出土している。出土量はわずかで大半は破片であ

るが、貴重な資料になりうるものもある。縄文土器は

中期中葉のものが中心で、早期末葉の条痕文土器や、

前期後葉の羽状縄文土器、さらには後期後葉の瘤付土

器を若干含む。石器・石製品では石鏃や石箆、石鉢等

が出土している。古代の遺物は、須恵器の壷・甕とこ

ね鉢の破片が３点のみ出土している。中世の遺物は、

新潟県の五頭山麓古窯のものと思われる甕、ロクロか

わらけ、竜泉窯青磁碗、景徳鎮青花皿など、史料的価

値の高いものが出土している。近世の遺物は、会津焼

と思われる擂鉢や初期伊万里・肥前の染付等が出土し

ている。遺物出土数の比率としては、縄文土器片が最

も高くなっている。

須恵器･陶磁器

縄文土器（前期・中期･後期）

縄文土器（鉢）

石器･石製品･木製品

畝状遺構（南から）

井戸跡（北東から）

溝跡（南から）
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調査の概要

　川前２遺跡は、山形市と中山町の二つの市町にまたが

り、山形盆地の西部を北流する須川左岸の自然堤防上に

位置する。古墳時代前期（４世紀代）の集落跡で、平成

14・15 年の調査では、奈良・平安時代の集落が検出さ

れていたが、さらに下層（20～ 100 ㎝下）から古墳時

代の生活面が検出された。今回の調査では、古墳時代前

期の住居跡が６棟、掘り込みを伴わない土器の出土状況

が随所に認められ、河川に隣接した古墳時代の集落の様

相が明らかとなった。

遺構と遺物

　今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居跡 10棟、

溝跡１条、土坑 17基、ピット 91基、河川跡、畑跡、

掘り込みを伴わない土器集中区なでである。

　竪穴住居跡は、古墳時代前期６棟、奈良・平安時代３

棟、時期不明１棟で、調査区の南側から中央付近の須川

寄りの微高地で検出された。古墳時代の住居跡は、一辺

が５～６ｍの方形で、床面が硬化しており、一部には地

床炉や柱穴が確認された。

　土坑は、性格の判然としない例がほとんどであるが、

古墳時代では浅く掘り込んで火を焚いた跡（SK11・

12・14）や焼土を埋めた土坑（SK9）が、掘り込みを

伴わない土器集中区に隣接して検出されており、何らか

の儀礼に関係して火を焚いた可能性が想定される。また

平安時代の土坑（SX1）では、埋没の途上に焼土と鉄滓

が認められたことから、製鉄作業に係わる土坑であった

と考えられる。

　調査区の西北側から中央にかけての低地部から、古墳

時代前期の土器（壺・甕・高坏・器台・小型壺等）が

多数出土した。いずれも地面を掘り込んだ形跡が認めら

れず、特定の場所から集中したり、意図的に土器を置い

川
か わ ま え

前 2遺跡

遺 跡 番 号 平成 13 年度登録

調 査 次 数 第３次

所 在 地 山形市大字中野目字赤坂ほか

北緯・東経 38 度 19 分 38 秒・140 度 18 分 20 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

調 査 原 因 須川河川改修下流部事業

調 査 面 積 3,500 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 5月 14 日～ 10 月 12 日

調査担当者 小林圭一（調査主任）・佐藤祐輔・深澤篤

調 査 協 力 村山教育事務所･中山町教育委員会･山形市教育委員会

遺 跡 種 別 集落跡

時 代 弥生時代、古墳時代、奈良・平安時代

遺 構 竪穴住居跡、土坑、溝跡、河川跡

遺 物 土師器、須恵器、砥石、アメリカ式石鏃

 （文化財認定箱数：103 箱）
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た状態で出土した。特に調査区北側の 16 － 17 グリッ

ドからは、小型の甕や壺が 19点まとまって出土し、意

図的に土器を配置した様相が観察された。周囲からは、

先に記したように地面を浅く掘り込んで火を焚いた跡

（SK11・12）も検出されており、その関連が想定される。

　調査区の中央には、東西に横断した河川跡（SD1）が

検出された。平安時代の住居跡が削られていることから、

それ以降の河川と考えられ、須川に直交するように川幅

を広げ、北東側で北方向に流路を変えており、古墳時代

の住居跡の一部も削られていた。

ま と め

　今回の調査では、古墳時代前期の集落跡を検出した。

居住施設が調査区内でも須川寄りの微高地に営まれたの

に対し、遺物集中区がやや低い場所に形成されており、

日常的な場所と儀礼等の場所が、ある程度区別されてい

たことが明らかになった。

　川前２遺跡の位置する須川下流域は、最上川との合流

点が近く、白川や立谷川も合流し、水運の便に適した地

域となっている。しかし増水時には洪水の危険にさらさ

れていたと考えられ、調査区内でも冠水で堆積した砂質

土が、古墳時代の面を広く覆っており、その上に平安時

代の集落が構築されていた。

　川沿いの集落であった川前２遺跡は、水運の要衝とし

て発達したと遺跡と考えられる。古墳時代に土器を意図

的に配置し、火を焚いた跡のような儀礼の場が設けられ

たのは、洪水を回避するための祈願や儀式が、集落の中

で頻繁に執り行われた結果と考えられる。古墳時代の集

落の形成期間は、約 100 年程度と見込まれるが、出土

した遺物は、整理箱で 100 箱に達しており、それだけ

土器を配置する行為が頻繁に繰り返されていたものと想

定される。

調査区全景（西から）

調査概要図
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　　　　　　　　　　調査の概要

　堤屋敷遺跡は、米沢市街地から南東約 5㎞に位置し

ており、南側には標高 502mの早坂山、東側には天王

川 ( 梓川 ) が北流している。遺跡周辺は、早坂山の山腹

の傾斜地と天王川による扇状地で形成されており、南か

ら北へと標高が低くなる地形である。古くから福島県と

をつなぐ交通の要衝であり、中世の城館跡が数多く確認

されている。

　堤屋敷遺跡は、東北中央自動車道 ( 福島～米沢 ) の新

設事業に先立ち、平成 16年度の県教育委員会による分

布調査で発見された遺跡である。その結果、日本道路公

団東北支社 ( 現・東日本高速道路株式会社東北支社 ) と

県教育委員会との協議が行なわれ、事業予定地にかかる

埋蔵文化財については財団法人山形県埋蔵文化財セン

ターが委託を受けて、記録保存のための発掘調査を行う

こととなった。

　第１次調査は、平成 17 年度に約 1,940 ㎡にわたって

実施されており、掘立柱建物跡１棟が確認されている。

　本年度の第 2次調査は、１次調査区から南側の範囲

である。調査面積が約 10,000 ㎡に及ぶため、工事との

調整から調査区を１～４区に分割し、順次調査を進めた。

　　　　　　　　       遺構と遺物

　１区では、江戸時代にあたると考えられる建物の柱穴

や土坑、溝跡が検出された。遺物は、土坑 (SK26) から

下駄などの木製品が出土した。また、寛
かんえいつうほう
永通宝などの古

銭、肥前産の染付碗などの近世陶磁器が多く出土した。

　２区では、石
せきぞく
鏃、磨

ませいせきふ
製石斧、打

だせいせきふ
製石斧、凹

くぼみいし
石や磨

すりいし
石な

どの縄文時代の石器が出土している。調査区内からは、

縄文時代の住居跡などは確認されていない。当遺跡の東

側に位置する山ノ下遺跡では、埋
まいせつどき
設土器などの縄文時代

の遺構が確認されている。これらの遺物は、周辺に存在

堤
つ つ み や し き

屋敷遺跡

遺 跡 番 号 平成 16 年度登録

調 査 次 数 第２次

所 在 地 米沢市万世町字桑山

北緯・東経 37 度 53 分 38 秒・140 度 9分 38 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

調 査 原 因 東北中央自動車道（福島～米沢）新設事業

調 査 面 積 10,000 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 5月 8日～ 11 月 9日

調査担当者 菅原哲文（調査主任）・武田伸一・山木　巧

調 査 協 力 東日本高速道路株式会社東北支社山形工事事務所・置賜教育事務所・米沢市教育委員会

　　　　　　・万世コミュニティーセンター

遺 跡 種 別 集落跡

時 代 縄文時代・平安時代・中世・近世

遺 構 竪穴住居跡・竪穴建物跡・掘立柱建物跡・溝跡・土坑・陥穴・墓壙・柱穴・焼土遺構

遺 物 縄文土器・石器・須恵器・土師器・中世陶磁器・近世陶磁器・古銭・木製品

            ( 文化財認定箱数：91 箱 )
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する縄文時代の遺跡に関わるものと考えられる。　　　

　

　平安時代の遺構では、北西端で竪穴住居跡 (ST39) が

１棟検出された。規模は一辺約５ｍ規模の方形プランで

あり、周溝と柱穴が確認された。調査区の中央を南北に

伸びる溝跡 (SD30) からは、土
は じ き
師器や須

す え き
恵器の坏や甕の

破片が出土している。

　中世の遺構では、当時の一般的な建物である掘
ほったてばしら
立柱

建物跡がある。２区では３棟（ＳＢ 48・ＳＢ 55・ＳＢ

75）が確認された。溝跡（SD30）も、この時代に引き

続き利用されているようである。溝跡からは、黒漆が塗

られた漆器の碗や皿が出土し、皿の底部には、「米」と

も読み取れる刻
こくしょ
書が記されている。陶磁器では、中国産

の青
せいじ
磁の碗が出土している。

　３区では、江戸時代を中心とする３棟の掘立柱建物跡

や溝跡が検出された。溝の中に偏平な石の礎板を据えて

柱を建てた SB118 建物跡、柱穴の底に礫を敷いて柱を

建てた SB105 建物跡が確認された。いずれも 2区の建

物群より時期的に新しくなる可能性がある。３区南端部

の溝跡 (SD166) からは、内
ないじどなべ
耳土鍋を中心とする中世の

遺物がまとまって出土している。また、焼土と共に内耳

土鍋が出土した焼土遺構 (SX165) は、カマドとして使

用されていた可能性が考えられる。

　遺跡南側の傾斜地にあたる４区では、掘立柱建物跡や

溝跡を中心とする、中世の集落跡が確認された。集落は、

外側を幅２ｍの溝跡で囲まれ、内側には掘立柱建物跡が

繰り返し建てられている。建物群は４区で４地点確認さ

れ、６棟の建物跡を検出した。規模は 10ｍに満たない

小形の建物である。竪穴建物跡は１棟確認され、床面に

炭や焼土が検出されたことから、工房などの役割が考え

られる。縄文時代の遺構としては、列をなして配置され

た陥
おとしあな
穴が 10 基確認された。底面には落ちた獲物が逃げ

ないように逆
さかもき
茂木を据えた痕が認められる。また、江戸

時代末の陶磁器などが出土する墓
ぼこう
壙が10基確認された。

　遺物は、集落の外側を囲む溝跡 (SD168・205) からの

出土が大半を占め、15 ～ 16 世紀と考えられる遺物が

大量に廃棄されている。内耳土鍋、擂
すりばち
鉢、甕などの陶器

調査概要図 (S = 1 : 2000)

　　　　　　　　　        　3 区 SB105・118 掘立柱建物跡

　　　　　　　　　  　                     2 区 ST39 竪穴住居跡

　　　　　　　　　  　                        2 区  遺構完掘状況
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や土器、中国産の青磁碗、漆器の椀や皿、曲物・下駄な

どの木製品、砥石や石臼などの石製品、刀の鍔
つば
や貨幣な

どの金属製品が出土している。　             　　　　　              

                      　　　　ま  と  め              

　今回の調査では、置賜地域における中世集落の全体像

をはじめ、近世の集落、縄文時代・平安時代の遺構の存

在が明らかとなった。特に中世の集落跡は、溝で区画さ

れた内側に、いくつかの建物群で構成される。

　この時期には生活用具として、内側に３ヶ所の把手が

付く内耳土鍋があり、20 個体以上も出土している。当

時の置賜地域を支配していた伊達氏の領地内で特徴的に

出土することが指摘されている。また、遺跡の南にそび

える早坂山には、早坂山館をはじめとする伊達氏に関連

する中世の山城があり、集落跡との関わりが考えられる。

　江戸時代になると、１区・３区などの標高が低い北

側の地点に集落が営まれる。江戸時代末の絵図面では、

「桑
くわやまむら
山村 堤

つつみ
」の字名が確認される。遺物では、寛永通

宝などの古銭や、九州の肥前で焼かれた伊万里焼、福島

県の岸窯や相馬焼などの陶磁器が多く出土している。

　　　　　　　　　　　                                 調査区 全景
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　　　　　　　　　  　       4 区 SD205 中世溝跡 完掘状況

　　　　　　　　          4 区 SD205 中世溝跡 遺物出土状況  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      内耳土鍋

　　　　　　　　　　　      漆器皿 （底面に「米」の刻書）  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     近世陶磁器

　　　　　　　　　　　　　　     　 3区 SX165 焼土遺構

　　　　　　　　　　　　　       4 区 中世の掘立柱建物群
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下
し も や し き

屋敷遺跡

遺 跡 番 号　平成 17 年度登録

調 査 次 数　1次

所 在 地　米沢市万世町桑山字下屋敷

北緯・東経　北緯 37 度 53 分 45 秒　東経 140 度 9 分 10 秒

調査委託者　国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

調 査 原 因　東北中央自動車道（福島～米沢）新設事業

調 査 面 積　3,000 ㎡

現 地 調 査　平成 19 年 9 月 25 日～平成 19 年 11 月 30 日

調査担当者　菅原哲文（調査主任）・武田伸一・山木巧

調 査 協 力　東日本高速道路株式会社東北支社山形工事事務所・置賜教育事務所・米沢市教育委員会

            　　　・万世コミュニティーセンター

遺 跡 種 別　集落跡

時 代　縄文時代・平安時代・中世・近世

遺 構　河川跡・溝跡・井戸跡・土坑・ピット

遺 物　縄文土器・石器・須恵器・土師器・中世陶磁器・近世陶磁器・木製品・古銭

　      　　( 文化財認定箱数：12 箱 )

遺跡位置図を入れる。

幅 81ｍｍ・高さ 66ｍｍ

調査の概要
下屋敷遺跡は、米沢市万世町字下屋敷に所在し、平成 17

年度に県教育委員会により縄文時代・中世の遺跡として登

録され、東北中央自動車道 ( 福島～米沢 ) 新設事業にともな

って、発掘調査を実施することになった。調査面積は 3,000

㎡で、工事との調整により発掘調査区を１～３区に分け、順

次調査を進めた。同遺跡は、国道 13号線沿いに位置し、天

王川(梓川)の扇状地に立地している。また、南側に早坂山（標

高 502.6m）がひかえ、周辺は主に田地・畑地として利用さ

れている。

    遺         構
下屋敷遺跡では、主に中世の遺構が確認された。１区では、

中世の井戸跡が３基、溝跡、建物跡の柱穴、土坑が確認された。

井戸跡（SE ３・SE ６・SE ７）は、平面形が方形で、一辺が

1.0 ～ 1.5 ｍの大きさを測る。どの井戸跡も、壁面に板材を

縦に並べて横木で押さえ、四隅に杭を打って留めていた。SE

６は、使われなくなってから、大きな石を入れて埋め戻しを

していた。

　２・３区では、SG11・12 河川跡が検出された。幅は約６

ｍと規模は大きくない。SG11 河川跡の堆積層からは、平安

時代と中世の遺物が出土している。この河川は、平安時代以

前から流れており、中世になると河川の堆積が進んで流れは

浅くなっていたと考えられる。

遺         物
１区では、SE ６から鎌倉時代の中国産青磁碗と曲物の柄

杓が、SE ７からは室町時代の中国産青磁碗、漆器、在地で

製作されたと考えられる中世の瓷器系陶器の甕が出土した。

また、縄文中期末の土器も出土している。

２区では、SG11 から縄文時代の敲
たたきいし
石・磨

すりいし
石が出土してい

る。同河川跡から平安時代の遺物として、比較的資料の少な

い10世紀後半から11世紀代と考えられる土師器を中心に、

－ 38 －



遺構配置図（S=1:600）      

調査概要図（S=1:4,000）

９～10世紀代の須恵器高台付坏・須恵器甕・内黒土師器、

平安時代末と考えられる柱状高台を持つ土師器が出土し

ている。中世の遺物では陶器の甕が出土している。その

他、鞴の羽口なども出土した。木製品では、曲物の底板

が認められた。自然遺物では、クルミやトチの実が多く

出土している。

まとめ

　下屋敷遺跡は、中世を中心とする集落跡である。遺物

の時期から、鎌倉時代から室町時代にかけてと考えられ

る。

井戸跡、溝跡を中心とした遺構が確認され、３基の

井戸跡は枠材が残り、当時の使用されていた状態が良好

に残されていた。建物跡は、調査区で検出されなかった

が、北側に建てられていた可能性がある。

陶磁器や木製品を中心とした遺物が出土したが、出

土量は少なく、短期間に営まれた規模の小さな集落であ

ることが推測される。

　このほか、遺構は検出されなかったが、9～ 11 世紀

の須恵器・土師器が河川跡から出土しており、調査区の

南側で平安時代の集落が営まれていた可能性がある。ま

た、同様に遺構は検出されなかったが、縄文時代の遺物

も出土している。

－ 39 －



1 区 SE3・6・7　完掘状況

1区 SE7　青磁碗・中世陶器出土状況

1区 SE7　完掘状況

1区 SE7　瓷器系陶器甕出土状況

調査区近景
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1 区 SE6　完掘状況 1区 SE6　曲物柄杓

2区 SG11　掘り下げ状況 2区 SG11　土師器甕

2区 SG11　須恵器高台付坏 2区 SG11　土層断面

2区 SG11　鞴の羽口 2区 SG11　須恵器甕

－ 41 －
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調査の概要

　矢馳 A遺跡は、庄内平野の南東部、鶴岡市街地の西

方に開けた水田地帯、大山川と湯尻川にはさまれた沖積

地に位置しています。

　昭和 31 年 (1956)、水田への暗渠管埋設などの農業

基盤整備に伴う工事により発見され、昭和 62年 (1987)

県営ほ場整備事業 ( 鶴岡西部地区 ) の実施に先立ち、山

形県教育委員会が行った第１次発掘調査により古墳時代

後期の大規模な集落跡の存在が明らかとなりました。第

２次から第４次発掘調査は、日本海沿岸東北自動車道建

設に伴い、第２次調査は、路線の周りに新しく設置され

る農業用排水路と用水管埋設部分、第３次調査は、道路

本線部分を対象とし、古墳時代の集落の他に奈良・平安

時代の集落や河川、中世の館など多様な内容を持ってい

ることがわかりました。

　第４次となる今回の調査では、工事用道路として使用

されている 3,300 ㎡について調査しました。

遺構と遺物

　今回の調査では、河川跡・溝跡・竪穴住居跡・井戸跡・

ピット・板材列などが見つかりました。これらは前年度

同様、調査区東側では奈良・平安時代、中央部では中世、

西側では古墳時代の遺構、遺物がそれぞれ主体となりま

す。　　古墳時代の遺構は河川跡、溝跡が検出されまし

た。河川跡 ( ＳＧ 100) は遺跡の南側に位置し、村を区

切るような形で検出されました。その堆積土の中から、

坏
つき
・高
たかつき
坏・甕

かめ
・壺
つぼ
などの土

は じ き
師器がまとまって出土しました。

また、ＳＧ 100 の東側で、遺構確認面の約 60cm 下の

炭化物を多く含む粘土層付近から、土師器の高坏・甕・

壺・甑
こしき
や、須

す え き
恵器のハソウが出土しました。昨年見つかっ

た遺物包含層の続きとみられます。これらは遺構検出面

から出土した土師器より古い時期のものであることがわ

矢
や

　馳
ば せ

　A　遺　跡

遺 跡 番 号 1618

調 査 次 数 第４次

所 在 地 山形県鶴岡市大字矢馳字下矢馳

北緯・東経 38 度 44 分 08 秒・139 度 46 分 19 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所

調 査 原 因 日本海沿岸東北自動車道 ( 温海～鶴岡 ) 建設

調 査 面 積 3,300 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年５月９日～９月 14 日

調査担当者 黒坂雅人（調査主任）・山内七恵・吉田　満

調 査 協 力 東日本高速道路株式会社東北支社鶴岡工事事務所、庄内教育事務所、鶴岡市教育委員会

遺 跡 種 別 集落跡

時 代 古墳時代・奈良・平安時代・中世

遺 構 竪穴住居跡・溝跡・土坑・井戸跡・ピット

遺 物 土師器・赤焼土器・須恵器・木製品・古銭

 （文化財認定箱数：45 箱）

遺跡位置図を入れる。

幅 81ｍｍ・高さ 66ｍｍ
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かっています。

　奈良時代の遺構では、昨年度調査した竪穴住居跡、河

川跡の続きが見つかりました。竪穴住居跡からは、土師

器と須恵器の破片が出土しました。河川跡からは完形の

須恵器の坏が数点出土しています。平安時代の河川跡か

らは、「中」という文字が墨で書かれた墨
ぼくしょどき
書土器などが

出土しました。

　中世の遺構では、昨年度調査した館跡の外側の区画溝

の続きが検出されました。一部、区画溝が途切れている

箇所があり、出入り口の可能性が考えられます。また、

区画溝の南、館跡の外側にあたる所から井戸跡が見つか

りました。この井戸跡には、板を縦に差し込み、四角に

囲んだ井戸枠が残っていました。井戸の掘り方からは中

世陶器の破片が出土しています。また。近世から近代に

かけての堰跡からは、古銭などが出土しています。　　

　　　　　　その他、時代はまだ特定されていませんが、

調査区西側で板材を一列に並べて打ち込んだ板材列が見

つかっています。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 ま　 と　 め　　　　　　　　　

　　今回の調査では、昨年度までに検出された河川跡、

館の区画溝、遺物包含層などの南側への広がりを確認

することができました。新たに古墳時代後期の河川跡

(SG100)、中世の井戸跡、板材列などを検出しました。

SG100 が古墳時代の集落の南側を区切るように流れる

ことから、集落範囲を窺うことができます。

主要遺構配置図調査概要図

0 10m1：400

SG160

SG1048

板材列

SG100

遺物包含層
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古墳時代の河川跡 (SG100)

館の区画溝

板材列中世の井戸

古墳時代の河川跡 (SG1048)

平安時代の河川跡

調査区全景
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遺物包含層の遺物出土状況

土師器高坏 ( 遺物包含層 ) 須恵器ハソウ ( 遺物包含層 )

平安時代の河川跡出土須恵器坏平安時代の河川跡出土須恵器蓋

－ 45 －



調査の概要

　興屋川原遺跡は、日本海沿岸東北自動車道建設に伴い、

山形県教育委員会が試掘調査を行った結果、平成 16年

度に登録された遺跡である。

　計画路線内全体の遺跡面積は 15,000 ㎡に及び、東日

本高速道路株式会社東北支社から委託を受け、平成 17

年度に第２次発掘調査として 6,750 ㎡を、平成 18年度

には、8,800 ㎡について第３次調査を実施した。

　今年度、財団法人山形県埋蔵文化財センターは、国土

交通省から委託を受け、新たに工事用道路として使用さ

れていた 1,200 ㎡について発掘調査を実施した。

　興屋川原遺跡は、庄内平野の南西端部に位置し、鶴岡

市街地から南西へ約 10km の鶴岡市田川地区と大泉地

区にかけて所在する。遺跡は大山川右岸の沖積地上に立

地し、周辺の地目は水田や畑地で、標高 17 ｍを測る。

かつてこの辺りは湿地や微高地のある複雑な地形であっ

た。

　　　　　　　　　　遺構と遺物

　今年度Ａ区では、17年度の調査で検出された平安時

代の溝跡の続きのほか、掘立柱建物跡が１棟検出された。

しかし、建物が調査区の外側にはみ出すため、正確な規

模は不詳である。また、建物の柱穴には、樹皮がついた

まま残っているものが多かった。

　Ｃ区では、古墳時代の竪穴住居跡が１棟と溝跡、それ

から平安時代の溝跡、柱穴も検出された。また、竪穴住

居跡からは、当時の土器である土師器や須恵器の蓋など

がまとまって出土したほか、赤い顔料の付着した丸い磨

り石も２つ出土した。

まとめ

　今年度は、Ａ区とＣ区の工事用道路部分の調査を行っ

た。Ａ区からは平安時代の掘立柱建物跡と溝跡が検出さ

興
こ う や が わ ら

屋川原遺跡

遺 跡 番 号 平成 16 年度登録

調 査 次 数 第４次

所 在 地 鶴岡市大字田川字興屋川原他

北緯・東経 38 度 42 分 40 秒・139 度 45 分 04 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所

調 査 原 因 日本海沿岸東北自動車道（温海～鶴岡）建設

調 査 面 積 1,200 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 7月 2日～ 8月 31 日

調査担当者 齋藤健（調査主任）・福岡和彦

調 査 協 力 東日本高速道路株式会社東北支社鶴岡工事事務所、庄内教育事務所、鶴岡市教育委員会

遺 跡 種 別 集落跡

時 代 古墳時代・奈良時代・平安時代

遺 構 掘立柱建物跡・竪穴住居跡・溝跡・土坑・ピット

遺 物 土師器・赤焼土器・須恵器・木製品・柱根

 （文化財認定箱数：23 箱）
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暮らしの跡が見つかった。

　今後は、これら３年間の調査で得られた成果を慎重に

検討しながら整理作業を進め、報告書にまとめていきた

い。　

れた。Ｃ区からは古墳時代の竪穴住居跡と平安時代の溝

跡、柱穴が検出された。　　　　　　　　　　　　　　

　これまでの３ヵ年にわたる調査から、興屋川原遺跡で

は、大きく分けると古墳時代と奈良･平安時代の人々の

遺構配置図

調査概要図

　　　        Ａ区平安時代掘立柱建物跡完掘状況（北東から） 　　　          Ｃ区古墳時代竪穴住居跡 ( 北から )

古墳時代竪穴住居

平安時代掘立柱建物
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調査の概要

　玉作１遺跡は、山形県教育委員会の試掘調査の結果、

平成 16年度に新規に登録された遺跡である。遺跡の一

部が日本海沿岸東北自動車道の路線内にかかるため、日

本道路公団東北支社（現・東日本高速道路株式会社東

北支社）と県教育委員会との協議の結果、財団法人山形

県埋蔵文化財センターが緊急発掘調査を実施することに

なった。

　計画路線内全体の遺跡面積はおよそ 7,400 ㎡で、こ

のうち暫定二車線工事区域に入り、平成 17年度に着工

予定となっているプレロード施工部分を含む 3,680 ㎡

を対象として平成 17年度に第１次調査を行った。暫定

二車線工事区域の残り 2.786 ㎡を対象に平成 18年度に

第二次調査を調査を行った。本年度は , 高速道路側道部

分 1,000 ㎡を平成 19年度に第三次調査として行った。

   現地調査は 5月 9日に開始し、①器材搬入②調査区

の設定③重機による表土除去④面削りと遺構検出⑤遺構

精査と記録といった順序で行い、7月 11 日に現地調査

が終了した。

　遺跡は JR 羽越本線羽前大山駅の南南東約 3.3kmに位

置し、河間低地に立地する。地目は水田で一部は転作田

となり畑地として利用されている

玉
たまつくり

作１遺跡

遺 跡 番 号 平成 16 年度登録

調 査 次 数 第 3次

所 在 地 鶴岡市大字中清水字玉作

北緯・東経 38 度 42 分 49 秒・139 度 45 分 17 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所

調 査 原 因 日本海沿岸東北自動車道（温海～鶴岡）建設

調 査 面 積 1,000 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 5月 9日～ 7月 11 日

調査担当者 佐藤正俊（調査主任）・深澤篤

調 査 協 力 東日本高速道路株式会社東北支社鶴岡工事事務所・庄内教育事務所・鶴岡市教育委員会

遺 跡 種 別 集落跡

時 代 古墳時代・平安時代

遺 構 井戸跡・溝跡・柱穴跡・河川跡

遺 物 土師器・須恵器・石製品・管玉未成品・陶磁器・木製品・古銭

 （文化財認定箱数：8箱）

 調査概要図
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遺構と遺物

　今回の調査では、井戸跡・溝跡・柱穴・河川跡などが

検出された。調査区は、広範囲に亘って粘土層と砂層が

交互に堆積しており、調査区の東端や西端で厚くなり河

川跡が検出された。中央の高まった地点に井戸跡や溝跡、

柱穴が検出された。

　井戸跡は、約 1,5mで深さ推定 2ｍの円形の形を示し

ている。東に隣接する溝跡は幅 70 ～ 90 ㎝、深さ 15

～ 25 ㎝を計り、不用になった土師器が投げ捨てられた

状態で出土した。

　柱穴は、径２０㎝前後、深さ 10 ～ 20 ㎝で、十数基

検出されたが、建物を構成するまでには至らなかった。

　河川跡は第 1次調査区から延びて大きく蛇行し北に

流れている。さらに調査区中央から東にかけて中小河川

が検出された。遺物は出土していない。

　遺物は、古墳時代の土師器、中世・近世の陶磁器、貨

幣、木製品、管
くだたま
玉の未

みせいひん
成品などが出土した。

まとめ

　今回の調査区で検出された井戸跡や溝跡は、　出土し

た遺物から古墳時代前期に属する時代で、第１次調査区

から続く今から 1,800 年前の集落の一部と見られる。

　製作途中で出た碧玉製などの管玉未成品が出土したこ

とから、地名からも分かるように、玉造りが行われてい

た可能性がある。庄内地方で見つかることは珍しく、石

材の原産地を特定することにより、土器以外の観点から

他の地域との交流を探るのに重要なものになる。これま

での調査では、玉を製作した場所である工房跡やその痕

跡を見つけることはできなかった。

管玉未成品 出土遺物

溝跡出土遺物（小形鉢）

溝跡遺物出土状況（南から）

調査区全景（西から）
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調査の概要

　昨年度の調査区に東接する個所の調査を行った。今回

の第２次調査で、日本海沿岸東北自動車建設に因る岩崎

遺跡の発掘調査は終了となる。

　新たな調査成果として、奈良時代の掘立柱建物が初め

て確認されたこと、水田の可能性が高い畦畔状の遺構が

見つかったことがあげられる。

遺構と遺物

　古墳時代に属するものでは、土坑、ピット、土師器な

どが検出された。また、水田ＳＪ 966 は、確定には至っ

ていないが、水田の可能性が高い遺構と考えられる。プ

ラントオパールによる分析においても良好な結果が得ら

れている。奈良、平安時代の遺構は、掘立柱建物と掘立

柱列、井戸などが主であり、集落よりは官衙に関連する

色合いが濃い。古墳時代の遺構では、昨年度の調査で竪

穴住居が検出されており、遺跡の性格も集落跡としてい

る。官衙に関連する施設付近より、集落のそばに水田が

存在したと考えた方が理解しやすいであろう。状況から

推察すれば水田ＳＪ 966 は古墳時代に属するものの可

能性がより高いと考えられる。

　掘立柱建物ＳＢ 962 を構成する柱穴から、８世紀後

半に属する須恵器の坏が出土しており、該期の遺構と考

えられる。１次調査では８世紀後半に属する円面硯など

が出土したものの、遺構は確認されなかった。建物は調

査区外へと延びているため、規模は特定し得ない。

　掘立柱建物ＳＢ 963 の規模は２間×３間である。東

側柱列の柱穴は１次調査で検出されている。時期の判別

できる遺物は出土していないが、ＳＢ 962 と同様の柱

穴の規模、建物の方角などから、８世紀後半に属する遺

構と推察される。

　平安時代に属する遺構では掘立柱建物ＳＢ 964・965

岩
い わ さ き

崎遺跡

遺 跡 番 号 平成 17 年度登録

調 査 次 数 第２次

所 在 地 山形県鶴岡市大字下清水字岩崎

北緯・東経 38 度 43 分 21 秒・139 度 45 分 43 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所

調 査 原 因 日本海沿岸東北自動車道（温海～鶴岡）建設

調 査 面 積 1,000 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年９月３日～ 11 月７日

調査担当者 水戸部秀樹（調査主任）・山澤護

調 査 協 力 東日本高速道路株式会社東北支社鶴岡工事事務所・庄内教育事務所・鶴岡市教育員会

遺 跡 種 別 集落跡・官衙関連施設

時 代 古墳時代・奈良時代・平安時代

遺 構 掘立柱建物・竪穴住居・井戸・土坑・柱穴・ピット

遺 物 須恵器・土師器・陶磁器・木製品・柱材

 （文化財認定箱数：45 箱）
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などが、検出された。該期の柱穴・遺物は１次

調査でも多数確認されている。

　掘立柱列ＳＡ 961 の延長上に、同方向の掘

立柱列が１次調査で確認されており、これらは

一連の遺構と考えられる。掘立柱塀であったと

推測されるが、この塀を境に北側では遺構が密

集し、南側ではほとんど遺構が検出されない。

区画施設としての役割を有していたと判断でき

よう。また、平安時代に属する遺物では風字硯

の出土が特記される。

　ほかに横板を枠に使用した井戸ＳＥ 805、

縦板を使用したＳＥ 850、井戸枠の抜き取り

痕が確認された井戸ＳＥ 805 などが、検出さ

れた。

まとめ

　８世紀後半から 10世紀にかけて、掘立柱建

物、掘立柱列、円面硯、風字硯、斉串、人形な

どが確認された。これらから、通常の集落とは

異なる様相が察せられる。具体的な性格までは

判断できないが、当遺跡では奈良時代から平安

時代にかけて、官衙関連の施設が営まれていた

ものと考えられる。

遺構配置図
水田ＳＪ 966（南西から）

井戸ＳＥ 804（西から）掘立柱建物ＳＢ 962（北西から）

0 10m

1:400
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井戸SE804井戸SE804
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掘立柱建物SB964掘立柱建物SB964

－ 51 －



調査の概要

川内袋遺跡は、日本海沿いにある JR 羽越本線五十川

駅の東方 400 ｍに位置する。出羽山地から日本海に注

ぐ五十川右岸の舌状に張り出す丘陵部及びその裾部分に

立地している。

昭和 58年に裾部分が開田され、遺跡のかなりの部分

が破壊されたと考えられる。この時に縄文土器や石器が

多量に出土して地元中学生により採取され注目された。

この出土遺物は現在五
い ら が わ

十川小学校に保管されている。

また、これより先の昭和 50年代前半には高台の丘陵

部分に重機が入り整地されたと聞いている。

今回の調査は、日本海沿岸東北自動車道路建設に伴う

緊急発掘調査として行われた。山形県教育委員会による

平成 10年度の表面踏査、平成 17・18 年度の試掘調査

で柱穴などの遺構や縄文土器・石器が確認された遺跡で

ある。

今年度の調査は道路建設にかかる 6500 ㎡について実

施した。調査の便宜上、調査区をＡ～Ｃ区の３地区に分

けて行った。

A区は丘陵裾部分に位置し地目は水田である。標高約

17mを測る。遺物包含層の厚さは 60cm 程もあり、縄

文土器や石器が大量に出土している。B・C区は尾根状

を呈する丘陵部に位置し地目は雑木林で標高 36mを測

り、大型住居跡・フラスコ状土坑・陥
おとしあな

穴等が検出された。

遺構と遺物

Ａ区では縄文時代前期の竪
たてあなじゅうきょ

穴住居跡 4軒と土坑・柱穴

ピットが検出された。このほか縄文時代後期と見られる

土坑１基が検出されている。1軒の竪穴住居跡では床（土

間）が 3回ほど作り変えられているものがあり、炉跡

には縄文土器が埋設されていた。この他の竪
たてあなじゅうきょ

穴住居跡で

は地面で直接火を焚いた「地
ちしょうろ

床炉」が検出されている。

 川
かわうちぶくろ

内袋遺跡

遺 跡 番 号 1968（山形県遺跡地図）

調 査 次 数 第１次

所 在 地 山形県鶴岡市大字五十川字川内袋

北緯・東経 38 度 40 分 04 秒・139 度 37 分 31 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所

調 査 原 因 日本海沿岸東北自動車道（温海～鶴岡）建設

調 査 面 積 6,500 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年５月８日～ 12 月 18 日

調査担当者 齋藤主税（調査主任）・阪英子・渡辺和行

調 査 協 力 東日本高速道路株式会社東北支社鶴岡工事事務所・庄内教育事務所・鶴岡市教育委員会

遺 跡 種 別 集落跡・狩猟場

時 代 縄文時代

遺 構 竪穴住居・陥穴・貯蔵穴・炉跡・土坑・ピット

遺 物 縄文土器・石器・須恵器

 （文化財認定箱数：466 箱）

遺跡地図
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また、尾根上のＢ・Ｃ区から崩れてきたと見られる多

量の土器と土砂、大小の礫群が多数確認されている。

Ｂ・Ｃ区では大型住居跡１軒・竪
たてあなじゅきょ

穴住居跡 2軒・フラ

スコ状貯
ちょぞうけつ

蔵穴約 20基・陥
おとしあな

穴 13 基・柱穴・ピット（小穴）

などが多数検出された。竪
たてあなじゅうきょ

穴住居跡の上に大量の土砂や

土器、石器が捨てられて埋没した後に陥
おとしあな

穴が掘り込まれ

ている例も確認された。

出土した遺物のほとんどは縄文時代前期後葉～末葉の

土器、石器である。この他には少量の縄文前期前半、後

期の土器片、さらに僅少ではあるが須恵器片が出土して

いる。縄文時代前期の土器は大木４～６式の土器が主体

である。

石器は尖
せんとうき

頭器、石
いしさじ

匙、石
いしべら

箆、石
せきぞく

鏃、磨
ませい せ き ふ

製石斧、石
せきすい

錘、石皿、

磨
すりいし

石、玦
けつじょう

状耳飾、石製品などが出土している。

まとめ

川内袋遺跡は縄文時代前期後葉～末葉を中心とする集

落跡、包含層の遺跡である。標高 17m程の丘陵裾部の

A区からは竪穴住居跡と遺物包含層が検出され、標高

36m程の尾根上の B・C調査区からは大型住居跡・竪穴

住居跡・フラスコ状土坑跡・陥穴・小穴などが検出され

ている。

出土遺物は最終的に 466 箱を数えた。その７割ほど

が A区の遺物包含層から出土している。

川内袋遺跡の今回の調査の特徴は、大量に出土した縄

文土器・石器の遺物量に比べ、検出された縄文時代の住

調査区概要図　S=1/1000

調査区全景

居跡などの遺構が少ないことがあ

げられる。その理由はいくつか推

定される。

一つには今回の調査区の西側が

25 年ほど前に開墾破壊され、遺

構も消滅してしまった。二つ目に

は、この遺跡の所在地がかなり以

前（縄文時代？）から地滑り地帯

であり、遺構が埋没してしまって

いる。三つ目には、今回調査した

地区の外に川内袋遺跡の中心部が

ある。

以上のことが可能性として考え

られる。
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A 区遺構配置図　S=1/400

A 区全景 ( 北側より )

A 区遺物出土状況

竪
たてあなじゅうきょ

穴住居 ST1

石
いしさじ

匙 縄文土器

A区遺物出土状況
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B・C区全景

陥
おとしあな

穴 SK101 貯
ちょぞうけつ

蔵穴 SK433 断面

大
おおがたじゅうきょ

型住居 ST500 全景

B・C区遺構配置図　S=1/600

　         陥
おとしあな

穴 SK226　
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調　査　の　概　要

　行司免遺跡は、日本海沿岸東北自動車道の建設工事に

先立ち、県教育委員会が実施した分布調査（1次調査）

を経て、平成 16年度に登録された。遺跡は日本海沿岸

東北自動車道の用地内に所在するため、平成 17年度か

ら記録保存のための緊急発掘調査を行うことになり、今

年度で 4度目の調査となる。　

　2・3次調査では、奈良・平安時代の文化層が、上か

ら順にⅠ～Ⅲ層の3面に亘ることが分かった。遺構は溝・

大溝・ピット・墓・炭化物集中域などを検出した。特筆

すべきは墓に関する遺構である。木棺墓が 3基、木棺

墓を縮めたような木組遺構が 1基、火葬に関係する遺

構が 1基検出されている。これらの遺構により、行司

免遺跡は奈良・平安時代の墓域であることが分かった。

　これらの遺構は取り上げ作業を行いセンターに持ち帰

り、調査と保存処理を行っている最中である。遺構の保

存処理に関しては、東北芸術工科大学に委託している。

　　　　　　　　　　遺　　　構

　今年度の調査区は、昨年度までの調査区と若干様相が

異なる。昨年度までⅠ層としていた上面にも文化面があ

ることが分かりⅠ層上面と名付けた。ただし、Ⅰ層上面

とⅠ層がどのぐらい時間差があるのかは、まだ分からな

い。場合によっては同一の層に括られる可能性もある。

　火山灰の存在や土器の様相からⅠ層上面・Ⅰ層は 10

世紀前半ごろ、Ⅱ層は 9世紀前半～ 10世紀ごろ、Ⅲ層

は奈良時代末～平安時代初めごろという年代が考えられ

る。ちなみにⅢ層の下をトレンチ調査したが、遺構は無

かった。今年度の調査で検出された遺構は溝・大溝・ピッ

ト・炭化物集中域・木組遺構である。

行
ぎょう

　司
じ

　免
め ん

　遺　跡

遺 跡 番 号 平成 16 年度登録

調 査 次 数 第４次

所 在 地 鶴岡市水沢字行司免

北緯・東経 38 度 42 分 42 秒・139 度 44 分 32 秒

調査委託者 国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所

調 査 原 因 日本海沿岸東北自動車道（温海～鶴岡）建設

調 査 面 積 2,400 ㎡

現 地 調 査 平成 19 年 6月４日～ 11 月 7日

調査担当者 三浦勝美（調査主任）、向出博之

調 査 協 力 東日本高速道路株式会社東北支社鶴岡工事事務所、庄内教育事務所、鶴岡市教育委員会

遺 跡 種 別 墓・祭祀跡

時 代 奈良時代・平安時代

遺 構 溝跡、ピット、土坑、河川跡、木組遺構

遺 物 土師器、須恵器、赤焼土器、木製品

 （文化財認定箱数：73 箱）
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調査区概要図（１：2000）

写真１　SD3 遺物出土状況（北より）

写真２　SD4 遺物出土状況（北より）

遺構配置図（1:400）
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（１）溝跡

　溝跡は 2種類ある。一つは幅が狭く、4・5条で群を

なす、小さな溝跡である。遺物はほとんど含まない。こ

のような溝跡群は、昨年度までの調査でも見つかってい

る。

　もう一つは幅が広く、深さのある大溝である（SD3、

SD4、SD2065）。Ⅰ・Ⅱ層で検出された。大溝は遺物を

多く含む傾向がある。昨年度までに検出された大溝の続

きも検出した（写真 1、写真 2）。

（２）炭化物集中域

　大まかに分けて 2種類ある。一つは、およそ円形や

楕円形を描くものである（写真３）。土器片や細長い石

を伴うこともある。Ⅰ～Ⅱ層で検出された。

　もう一つは、範囲を特定できないうえ、広範囲に広が

るものである（写真４）。大量の土器が出土し、細長い

石や焼けた礫、付け木（火をつける道具）なども見つかっ

ている。今年度の出土遺物の半分以上は、これらの遺構

のものである。SX2001、SX2010、SX2014 はⅠ層上

面で検出され、SX2077 はⅡ層で検出された。

（３）木組遺構

　SX2071 とした遺構である（写真５）。長さ 70cm、

幅 35cmほどの大きさである。中から、遺物は出ていな

い。木は釘を使用せずに組み立てられている。木組遺構

の周囲は特に変った様子は見られない。

　

　　　　　　　　　　遺　　　物

　上層では赤焼土器が多く、下層に向かうほど須恵器が

出ることが多くなる特徴がある。ただし今年度は、Ⅲ層

の遺構が少ないため、須恵器の数自体は少ない。赤焼土

器は坏と長胴甕が出土しているが、とりわけ坏が多い。

中には煤けたものもあり、灯明皿と考えられるものもあ

る。須恵器は坏と大甕がある。中には被熱したものも見

られる。

　今年度は墨書土器が多く出ている。中でも「矢作」と

書かれた墨書土器が 5点出土した（写真 6）。また「矢」

と書かれた墨書土器も２点出土しており、関連があると

思われる。

　さらに今年度は、底部や体部に「文」の字が刻まれて

いる土器が、炭の集中域から出土している（写真 7・8）。

この刻書土器が出土した同じ遺構からは、仏鉢形土器も

見つかっており、祭祀的な行為があったことをうかがわ

せる。

　他には、SD4 から風字硯が出土した（写真 9）。奈良・

平安時代の行司免遺跡周辺には、文字を読み書きできる

人間が存在したことを示すものである。　

　木製品は、斎串と付け木が目立って出土した。大溝や

その周辺で出土していることが多い。何らかの祭祀を

行った後と思われる。

　　　　　　　　　　ま　と　め　　

　昨年度までの調査で、木棺墓が見つかったこと から、

行司免遺跡の一部が墓域であったことが判明した。これ

に対し、今年度の調査では炭化物集中域が多く検出され

た。また、斎串や付け木、灯明皿や仏鉢形土器など、祭

祀具と考えられる遺物が多く出土している。このことか

ら、昨年度の調査区が埋葬の場、この調査区が葬送儀礼

の場ではないかと想像される。平安時代の葬送儀礼につ

いてはわからない部分が多く、今年度の調査は貴重な事

例になると思われる。

　今年度の調査では、墨書土器の出土が目立った。特に、

「矢作」と書かれた墨書土器が５点出土している。この

発見によって、昨年度までの調査で見つかった墨書土器

の中にも、「矢作」と解読できるものがあることがわかっ

た。また昨年度は、「穴太」と書かれた墨書土器が 2点

出土している。「矢作」、「穴太」は秋田城跡出土の漆紙

文書に人名としてあらわれていることから、これらの墨

書土器も人名であると考えられる。さらに、2次調査で

は皇朝十二銭のひとつである「富
ふじゅしんぽう
壽神寶」が出土してい

ること、今年度は風字硯が出土していることなどから、

この地域に役人クラスの人物がいたことや、官衙に関わ

る施設が存在した可能性が高い。「矢作」、「穴太」など

といった氏族が役人として在地し、この地域で祭祀を執

り行ったとも考えられる。
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写真３　SX2090 遺物出土状況（南から） 写真６　SX2001 出土の墨書土器「矢作」（RP190

写真８　RP217 の底部「文」

写真９　SD4 出土の風字硯（RP132）

写真４　SX2014 遺物出土状況（北東から）

写真５　SX2071 検出状況（北西から）

写真７　SX2090 出土の

　　　　刻書土器（RP217）
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